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2022年1月　7日（金）　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：蕨野　主
	菅原
	斎藤
	鳥谷部
	戸賀沢
	藤田
	佐々木
	蕨野
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	〇
	忌引
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	○

	山田
	久保
	
	
	
	
	

	業務
	傷病
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞
・利用者様の評価について
2021年2月以降に登録となった利用者様の転倒転落アセスメントスコアシート、LASMIの作成、電カルへのアップロードを早急に行いましょう
対象利用者様→山下　拓也様
・1月の疾患別診療計画書

締め切り　2022年　1月14日
＜利用者様情報＞

デイケア
・山本　真智子様～来所時にスタッフが年末年始に県外から来た親族や親戚への接触の有無を確認すると、「会っていない」と聞かれ、検温等の日課を行っている。その後、昼食時に他利用者様より「山本さんが正月に関東来たお兄さんに会ったんだってよ」とスタッフに報告がある。スタッフが直ぐに本人に再度確認すると「はい、会いました」と聞かれる。直ぐに個室対応に切り替え、御家族様に事実確認の電話連絡を行っている。御家族様よりは1月1日に熊本県から帰省した兄様に会ったと報告が聞かれる。兄様は帰省する際に受けた検査で陰性であったとの事。デイケア利用にあたり県外の人と接触が会った際に、最終接触日から2週間経過してから、又は4日経過し検査にて陰性が証明された際に通所が可能である事を伝えている。御家族様からは2週間休みで対応したいとしたいと聞かれており、次回利用は1月17日(月)からとなる。
・雫石　めぐ美様～マナクリニック金濱氏から電話連絡。マナクリニック通院中の患者様で日中活動・就労へのステップアップを目的にデイケア通所を希望されている方がいるのことで、青南病院が主治医でなくとも青陽館の利用が可能かどうかと問い合わせあり。可能である事を伝え見学を提案すると、患者様本人から青陽館に直接電話をするよう伝えるとの事で、青陽館直通の電話番号を伝えてもらうこととしている。

ショートケア
・河津　繁吉様　～妻様より電話連絡あり。1月1日(土)土曜日にPt.が以前同様に無断で外出していたとの事。その際右足が裸足であり、自宅に戻った際に足底が紫色に変色したいたと。直ぐにお湯で温め、経過観察していたとの事。しかし、2～3日経っても皮膚状態に改善はなく、足底の皮が全てめくれ滲出液が出て来たとの事で、昨日、日赤病院を受診したとの事。受診の結果、重度の凍傷であり、入院加療が必要との事で精神科に入院し、併せて皮膚治療を実施して行く事となったと。入院期間は2月3日までを予定しており、今後日赤病院から当院に情報提供書が送付されるとの事。ショートケアは連絡あるまで欠席となる。

デイナイトケア
特記事項無し
